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１．マネジメントシステムとは 

企業は、一般消費者や取引先が期待する結果を提供することに
よって信頼を得ることができる。期待される結果には、製品や
サービスの品質、環境への負荷、労働安全衛生、情報セキュリ
ティ、食品の安全性など、様々な側面がある。 
 

マネジメントシステムとは、上記の期待に答えるために、企業が
方針および目標を定め、その目標を達成するために組織を適切
に指揮・管理するための「仕組み」を指す。 
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○マネジメントシステムのサイクル 
 

マネジメントシステムは、一般的に『P－D－C－A』サイクルか
ら成り立つ。 
PはPlan（計画）のP。まず、経営者は会社経営のために経営
方針や経営目標を立てる。そしてこの経営目標を達成するた
めの計画を立案し、会社運営を円滑に進めるための様々な手
順やルールを決定する。業務計画書や業務マニュアルといっ
た文書はこのPの段階でのアウトプットとなる。 
DはDo（実施）のDである。Pで立てた計画や手順・ルールに
従って確実に実施する。定められた手順・ルールからの逸脱
はご法度である。 
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CはCheck（監視・測定・分析)のC。定められた手順どおり
に実施した結果、狙いどおりの仕事の結果が出ているか
否かをチェックする。手順どおりにやっても業務上発生す
る問題については、その原因を分析する。 
AはAct（改善）のA。Cの分析の結果から、仕事のやり方を
改善したり、計画書の内容を見直したりする。そしてその
結果、活動はPに戻り、新たな計画書や手順書が改訂さ
れて生まれ変わることになる。 
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２．環境ＩＳＯの基本的事項 



2.1 環境ＩＳＯと従来型の環境管理の違い 
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□  環境ＩＳＯの正式な名称は、ＩＳＯ規格「環境マネジメントシステム」という。 
   英語では、Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔal Ｍａｎｅｇeｍｅｎｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ＝ＥＭＳという。 
   ＩＳＯ規格には、番号が付けられており、「環境マネジメントシステム」  
   は、ＩＳＯ１４００１と呼んでいる。 
    
□ 従来型の環境管理 
   従来型の環境管理は、国や都道府県が定めた排出基準値を如何に 
   守っていくか、そのための組織や公害防止設備の管理や測定といっ 
   た公害防止のための管理体制の構築・維持や運営管理活動が主たる 
     ものであった。 
 
 



□ 環境マネジメントシステム 
  環境マネジメントシステムとは、“全体的なマネジメントシステムの一部で、 

  環境方針を作成し、計画し、実施し、監視し結果を評価し、継続的に改善 
するための、組織の体制、活動計画、責任、運用手順、プロセス及び資
源を含むもの”といわれている。 

    注．いわゆる、P（計画）－D（実行）－C（監視・測定・評価）－A（継続的
に改善） を廻すことをいう。 

  我が国で広く用いられる環境マネジメントシステムには、ＩＳＯ１４００１の  
  ほか、環境省が主導するエコアクション２１（ＥＡ２１）などがある。 
  これらは、法律の規制を受けず、任意の取り組みであることが、特色であ 
  る。 
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2.2 ＩＳＯ１４００１とエコアクション２１の比較 
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名称 ＩＳＯ１４００１ 
（JISQ14001） 

エコアクション２１ 

主管法人 日本適合性認定協会 
（JAB) 

（環境省）－持続性推進機構 

（IPSuS） 

認証開始時期 １９９６年／２０１５大改訂 ２００５年（前身１９９７年） 

認証登録件数 ２６,０００（JAB１７,４００） 7,800 
 

特徴 フルメニューのシステム規格。認知度
高い。大手企業向け、取得・維持のコ
ストは高い。行政の許可条件に取り入
れられるケースが多い。 
国際的に通用。 
 

環境省主導の軽メニューのパフォーマンス
規格。認知度低いが、広がりつつある。取
得・維持コスト安い。毎年環境報告書をイン
タ－ネットで公開する。行政の許可条件に
も取り入れられてきた。国内限定。 
 

認証までに 
かかる期間 

約１２か月  約６か月 

取得費用 
（審査登録費用） 約100万円（50人以下の場合） 約2５万円 
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３．環境ＩＳＯの必要性 



3.1 環境ＩＳＯの出発点 

□ 「地球サミット」（１９９２年）の頃に世界の産業界が行動方針・地球環境憲
章など策定 
 ◆持続可能な発展ビジネスカウンシル（ＢＣＳＤ） 
   ・規制的手法 ・経済的手法 ・自主的手法 
 
□ 自主的手法の国際規格→ＩＳＯ１４０００シリーズ 
 
□ 環境パフォーマンス重視の規格など 
  ・ＥＭＡＳ（ＥＵの環境管理監査スキーム） 
  ・環境活動評価プログラム（ＩＳＯ１４０３１、エコアクション２１） 
 
□ 環境経営がサプライチェーンの中で「条件」に 
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3.2 環境問題の現状 

■大量生産・大量消費・大量廃棄の社会経済システムは、人類
に様々な利便性の向上をもたらす一方で、自然環境から資源を
採取し、自然環境に不要物を排出することによって成立。 

その結果、自然環境に多大な負荷を与
え続けることになり、社会経済システム
と自然環境のバランスが崩れ自然環境
の質の低下があらゆる場面で進行。 
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3.3 現状－地球は病んでいる 

大気中の二酸化炭素濃度は、1960年と比較すると2015年には約
27％も増加しており、この増加率は過去の推移と比較しても前例
のないものであり、最高の濃度を更新している。  
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このまま推移すると1900年基準で2100年には地球の温度は6.4度
上昇すると言われている。 
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地球温暖化の脅威 



3.4 現状－先進国は飽食している 

■日本は１世帯１日当たり１０９kgの資源を利用し（年間３９．８ト
ン）、３４kgの不要物を排出している（年間１２．５トン） 

■１日当たり１ドル以下で生活している人々＝約１２億人４秒間に
一人が飢餓によって死亡している 
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持続可能な社会 

自然共生社会 

低炭素社会 
循環型社会 

気候変動とエネルギー資源 

地球生態系と共生して持続
的に成長・発展する経済社
会の実現 

３Ｒを通じた資源
循環 

自然の恵みの教授と継承 

温室効果ガス排
出量の大幅削減 

気候変動と
生態系 

生態系と環
境負荷 

3.5 持続的社会の形成 



3.6 環境管理の背景 

 環境破壊 

 資源枯渇 

環境マネジメントシステム 

  法・規制     経 営 

    財 政 

  社会責任   国際世論 

Environment Manａgement Ｓｙｓｔｅｍ 

            （ＥＭＳ）  
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3.7 何故、環境ＩＳＯは必要か？ 
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□ 企業に求められている環境のテーマ 
   ①地球温暖化の防止（省エネ、省資源に直結） 
   ②廃棄物対策 
   ③有害化学物質管理 
 
 
 
 
□ 発注元は環境配慮を取引に要求 
   ① ますます広がるグリーン購入 
   ② 環境ＩＳＯ認証取得も取引条件 
   ③ 化学物質管理も大きな要請内容に（ＲｏＨＳ規制、ＲＥＡＣＨ規制） 
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４．マネジメント規格について 
  ＩＳＯ１４００１とエコアクション２１ 



4.1  「規格」とはなにか？ 
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□ ISO14001もEA21も規格に基づき、これを運用し改善をすすめるツー  
  ルである。 
□ 規格：関係する人々の間で利益又は利便が公正に得られるように、統  
  一・単純化を図る目的で、品質又はサービスに直接・間接に関係する技 
  術的事項について定めた取り決め。 
□ マネジメントシステム規格：マネジメントの成果を得る（パフォーマンス）  
     ための仕組みを構築・運営する取り組め。 
□ マネジメントパフォーマンス規格：マネジメントの成果を得るための取り決 
  め。 

ISO14001は、2015.9に2015年版が発効された。従来のシステム規格を残しつつ環境
パフォーマンスを追求する内容に変わっている。 
なお、EA21は、パフォーマンス規格で何を行うのかが、要求事項にセットされている。 



4.2 ＩＳＯ１４００１とは 
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□ ＩＳＯ１４００１とは、企業活動、製品及びサービスの環境負荷の低減といっ 
  た環境パフォーマンスの改善を継続的に実施するシステム【環境マネジメ 
  ントシステム (EMS:Environmental Management System)】を構築するため 
  に要求される規格である。 
 
□ 具体的には、まずEMSの適用範囲を定め、次いで組織の状況を理解の
上、トップが環境方針を立て、組織を整備する。 

 

□ 次いで、方針で定また意図した成果の実現のために計画（Ｐｌａｎ）し、それ
を実施及び運用 （Ｄｏ）し、その結果を点検評価し、必要により及び是正
（Ｃｈｅｃｋ）し、継続的に改善（Ａｃｔ）していくという（ＰＤＣＡサイクル）を構築
することで、環境負荷の低減や事故の未然防止が行われる。 

 
□ この規格は、組織が規格に適合した環境マネジメントシステムを構築して 
  いることを自己適合宣言するため、又は第３者認証（審査登録）取得のた 
  めに用いられる（審査登録制度）。 



4.3 ＩＳＯ１４０００シリーズ規格の構成 

ＩＳＯからは、ＩＳＯ１４００１のほかにも、ＩＳＯ１４００１に関連する文書が発行
されている。 

ＩＳＯ１４０００シリーズ 環境マネジメント規格 

 評価・監査ツール 

環境パフォーマンス評価（ＥＰＥ） 

ＩＳＯ１４０３１：環境パフォーマン
ス評価の指針 

ＩＳＯ１４０３２：環境パフォーマン
ス評価事例集 

環境監査 

ＩＳＯ１９００１：品質及び/又は環
境マネジメントシステム監査の
指針 

ＩＳＯ１４０１５：サイトアセスメント 

環境マネジメントシステム 

環境マネジメントシステムEMS) 

ISO14001:環境マネジメントシ
ステム要求事項及び利用の手引
き 

 

ISO14004:環境マネジメントシ
ステム原則、システム及び支援
技法の一般指針 

製品支援ツール 

ライフサイクルアセス
メント(LCA) 

ＩＳＯ１４０４０ほか 

 

環境ラベル(EL)及び
宣言 

ＩＳＯ１４０２０ほか 
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4.4 ＩＳＯマネジメント規格の改訂 

 ①戦略的な環境管理 

 組織への戦略的計画プロセスにおける環境管理の重要
性が増している。組織及び環境の双方への便益のため、
機会を特定し活用するために、組織の状況の理解に関
する新しい要求事項が取り入れられている。特に、利害
関係者のニーズ及び期待（規制上の要求事項を含む。）、
組織に影響を与える又は組織からの影響を受ける地方・
地域・グローバル規模の慣行状況には、有害なリスクの
緩和又は有益な機会の探求のための活動を、環境マネ
ジメントシステムの運用計画に統合することになる。 

 ②リーダーシップ 

 システムの成功を確実にするために、リーダーシップの
役割をもつ者に対して組織内の環境管理を促進すること
についての特定の責任を割り当てる個条が新たに追加
された。 
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 ③環境保護 

 組織に対する期待は、組織の状況に応じて害及び劣化から環境を保
護するための事前対応的(proactive)なイニシアチブにコミットするこ
とまでに拡大した。改正版のテキストには“環境の保護”は定義されて
いないが、環境の保護が、汚染の予防、持続可能な資源の利用、気候
変動の緩和及び気候変動への適応、生物多様性及び生態系の保護
等を含み得るという注記が入っている。 

 ④環境パフォーマンス 

 継続的改善に関して、マネジメントシステムの改善から環境パフォーマ
ンスの改善に重点が移っている。組織の方針のコミットメントに従って、
組織は、該当する場合には、組織が設定したレベルにまで、排出、排
水及び廃棄を低減させることとなる。 

 ⑤ライフサイクル 

 調達された物品及びサービスに関連する環境側面の管理に関する現
在の要求事項に加えて、組織は、組織が管理する及び影響を及ぼす
範囲を、製品の使用及び使用後の処理又は廃棄に関連する環境影響
にまで拡張する必要が出てくる。ただし、このことは、ライフサイクル評
価を行うことの要求事項を意味してはいない。 
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これからのマネジメントシステムの章立て（共通構造） 



共通要素を採用した各規格の改訂（制定）動向 

ISO22301（事業継続） 制定 2012.5 

ISO39001（道路交通安全） 制定 2012.10 

ISO/IEC27001（情報） 改訂 2013.10 

ISO9001（品質） 改訂 2015.9 

ISO14001（環境） 改訂 2015.9 

ISO45001（労働安全衛生） 制定 2017.10？ 現在DIS検討 

移行期間は、IS（国際規格）発行後の３年間。 
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4.5 ＩＳＯ１４００１マネジメントシステムモデル 
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4.6 世界のＩＳＯ１４００１（2015） 

ISO 14001 - Environmental management systems - Requirements 
with Guidance for Use 
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横尾環境安全コンサルタント事務所 30 

4.7 エコアクション２１ ＰＤＣＡモデル 
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4.8  EA21の登録状況 

2015年度末現在 
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4.9 ＩＳＯはどのような組織か？ 
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□ 概要 
   国際標準化機構（International  Organization  for Standardization）、 

     または略称 ＩＳＯ（アイソ、アイエスオー、イソ）は、電気分野を除く 工業分野の 
      国際的な標準である国際規格を策定するための民間の非政府組織。 
     本部はスイスのジュネーヴ。スイス民法による非営 利法人。公用語はフランス語、 
      英語、ロシア語。各国1機関が参加できる。 
     国際標準化機構という名称を略称で表そうとしたとき、言語によって異なる 略称  
    になってしまう（英語ではＩＯＳ、フランス語ではＯＩＮなど）。そこでギリシア語のisos 
   （均等、均質）にちなみ、言語や地域によらない短縮名としてＩＳＯ  が選ばれた。 
 

□ ＩＳＯファミリー規格  
   ＩＳＯ９０００ファミリー 
   ＩＳＯ１４００１ファミリー 
   ＩＳＯ/ＩＥＣ２７０００ファミリー（情報セキュリティ） 

 
 



4.10  ISO規格とＪＩＳ規格  
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□ ＪＩＳとは、日本工業規格（Japanese Industrial Ｓｔａｎｄａｒｄ）のことである。 
  工業標準化法に根拠をもつ、日本国内で通用する、工業分野の標準規格 
  である。 
  ＪＩＳは日本がＩＳＯの加盟国になったことから、順次ＩＳＯ規格を日本語に翻 
  約・修正し、ＪＩＳの番号をつけている。 
  例えばＩＳＯ１４００１は、日本語に翻訳・修正してＪＩＳＱ１４００１となってい 
  る。 



□ 財団法人地球環境戦略研究機関 持続性センター（IGES-CfS）は、２００
４年１０月から、ガイドラインに沿って環境に取組む事業者を認証・登録す
る「エコアクション21認証・登録制度」を実施している。 

□2004年10月より財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES) が実施してきた
「エコアクション２１認証・登録事業」は、2011年10月1日より一般財団法人 
持続性推進機構 (IPSuS) が継承した。 

□ エコアクション２１は、広範な中小企業などの環境への取組を推進し、もっ
て持続可能な社会の実現に資することを目的としている。 

□ エコアクション２１の特徴 

 ①ＩＳＯ１４００１規格とした、中小事業者でも取組みやすいガイドラインとして規定。 

   （環境側面、１００人以下の事業所にあっては教育訓練計画、内部監査の省略） 

 ②把握すべき項目を指定（エネルギー使用量、二酸化炭素排出量、化学物質使用
量（扱い事業所のみ）、廃棄物排出量、用水量及び総排水量、廃棄物の削減・リ
サイクル） 

 ③環境報告書（環境活動レポート）の制度化 

4.11 エコアクション２１について 
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５．環境ＩＳＯ規格の内容 
－ＩＳＯ１４００１を中心に 



5.1 組織の要件 

□ ＩＳＯ１４００１認証登録を受審する前に、組織は次のことを明確にしておく 
  必要がある。 
 ①ＥＭＳの適用範囲において、経営層が 
  ・ＥＭＳに関わる全ての環境側面及び影響に対する責任があることを実証 
   できること。 
  ・環境方針の実行と維持の仕方を決める権限を持つこと。 
  ・環境管理及び改善のための財政的及び人的資源を配分する権限をもつ 
   こと。 
 ②構内協力会社に対する責任の境界が明確になっていること。 
 ③本社組織まで含めるか否か等、物理的管理範囲を明確にすること。 
 
□ チェリーピッキング（いい所取り）、カフェテリア（目くらまし）の防止 

横尾環境安全コンサルタント事務所 37 



5.2 推進組織と会議体 

トップマネジメント 

環境管理の責任者 

関係部門の推進体制 

内部監査チーム 

ＩＳＯ推進事務局 
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ISO14001:2004版は“環境管理責
任者”と規定されていたが2015版は 
“トップマネジメントが割り当てた者“ 
となった。 



5.3 ISO14001の意図(1) 

①ISO14001はシステム規格である。 

 ISO14001は、仕組みづくりを目的としたシステム規格
である。  

 ISO14001は、ＰＣのソフトウエアと同じである。 

 2015年版はパフォーマンス改善をねらった規定もある
が、データは、組織が考えインプットする。 
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5.3 ISO14001の意図(2) 

②自主的な取組みが求められる。 

 ISO14001は 「自分の行動は自分で決める」とい
う観点から立っている。 

③有言実行が必要な仕組みである。 

 仕組みを作った場合に重要なことは「自分たちの
決めたルールをきちんと守る」ということである。 
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5.3 ISO14001の意図(3) 

④継続的改善が重要 

 環境の登録証はスタート台に過ぎない。継続的改
善により、環境負荷の低減が求められる。 
⑤トップダウンのマネジメント 

 トップの“思い”がみえなければ、従業員の共感は
得られない。 
⑥全員参加の取り組み 

 環境の課題は社内の一部門が対応策を講じれば
よいのではない。「全員参加」で取り組むーこれが真
に目指すべき事業者のアプローチである。 
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5.4 ISO14001：2004→2015の主な改訂点 

１．戦略的な環境マネジメントへ：従来の環境側面より広い、リスクと機会
（潜在的で有害な影響（脅威） と潜在的で有益な影響（機会））を決定する
こと。 
  ①環境側面  ②順守義務 ③利害関係者の期待及びニーズ 
２．プロセス概念の導入：従来の手順はプロセスの一要素にすぎない。 
３．事業プロセスへの統合：EMSが組織の活動と一体化されること。 
４．環境パフォーマンスの重視：環境目標に対して“指標”が用いられ、その 
  監視・想定結果の評価と、継続的改善に取組むこと。 
５．順守義務のマネジメントの強化：順守義務に関する要求事項が多くなっ 
  ている。 
６．ライフサイクル思考の取組み：環境側面の決定に当たっては、ライフサ 
  イクル思考を考慮すること。 
7.コミュニケーションの戦略的計画と実施：行政への定期報告、外部に伝 
 達する環境報告の信頼性を確立する。 
8.文書・記録等の電子化の促進：文書によるマニュアル化に固執しない。 



5.5 主な用語の定義(1) 

 

• 環境： 大気、水、土地、天然資源、植物、動物、人及びそれ
らの相互関係を含む、当社の活動をとりまくもの。 

  参考．ここでいう“とりまくもの”とは、組織内から地球規模の
システムにまで及ぶ。 

 

• 環境側面：環境と相互に作用する可能性のある、組織の活
動又はサービスの要素。 

 参考．著しい環境側面は、著しい環境影響を与えるか又は与
える可能性がある。 

 

• 環境影響：有害か有益かを問わず、全体的に又は部分的に
組織の環境側面から生じる、環境に対するあらゆる変化。 
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5.5 主な用語の定義(2) 

 

• 環境方針： 社長によって正式に表明された、環境パフォーマ
ンスに関する組織の全体的な意図及び方向付け。 

  参考．環境方針は、行動のための枠組み、並びに環境目標
を設定するための枠組みを提供する。 

 

• 環境目標： 組織が設定する環境方針と整合のとれた目標。 

 

• リスク及び機会：潜在的で有害な影響(脅威)及び潜在的で
有益な影響(機会)。→2015年版新規規定。 
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5.5 主な用語の定義(3) 

 

• 継続的改善： 組織の環境方針と整合して全体的な環境パ
フォーマンスの改善を達成するために環境マネジメントシス
テムを向上させる繰り返しのプロセス。 

  参考．このプロセスはすべての活動分野で同時に進める必
要はない。 

 

• 環境パフォーマンス： 組織の環境側面についてその組織の
マネジメントの測定可能な結果。 

  参考：環境マネジメントシステムでは、結果は、組織の環境
方針、環境目的、環境目標及びその他の環境パフォーマン
ス要求事項に対して測定可能である。 
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5.5 主な用語の定義(4) 

• 汚染の予防： 有害な環境影響を低減するために、あらゆる種類の汚染
物質又は排気物の発生、排出、放出を回避し、低減し、管理するための
プロセス、操作、技法、材料、製品、サービス又はエネルギーを（個別に
又はその組合わせにおいて）使用すること。 

  参考．汚染の予防には、発生源の低減又は排除、プロセス、製品又は
サービスの変更、資源の効率的使用、代替材料及び代替エネルギーの
利用、再利用、回収、リサイクル、再生、処理などがある。 

 

• 環境マネジメントシステム： 組織の経営システムの一部で、環境方針を
策定し、実施し、環境側面を管理するために用いられるもの。 

  参考１．マネジメントシステムは、環境方針及び環境目的を定め、その環
境目的を達成するために用いられる相互に関連する要素の集まりである。 

  参考２．マネジメントシステムには、組織の体制、計画活動、責任、慣行、
手順、プロセス及び資源を含む。 
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5.5 主な用語の定義(5) 

ライフサイクル：原材料の取得又は天燃資源の産出から、最
終処分までを合む、連続的でかつ相互に関連する製品(又は
サービス)システムの段階群。 

注記 ライフサイクルの段階には、原材料の取得、設計、生
産、輸送又は配送(提供)使用、使用後の処理及び最終処分
が含まれる。 
 

プロセス：インプットをアウトプットに変換する、相互に関連す
る又は棺互に作用する一連の活動。 
注記 プロセスは、文書化することも、しないこともある。 
 
 



5.5 主な用語の定義(6) 

 

• 利害関係者(ステークホルダー)：組織の環境パフォーマンス
に関心を持つか又はその影響を受ける人又は団体 

 

• 内部環境監査： 組織が定めた環境マネジメントシステム監
査基順が満たされている程度を判定するために、監査証拠
を収集し、それを客観的に評価するための体系的で、独立し、
文書化されたプロセス。 

  参考．独立性は、監査の対象となる活動に関する責任を
負っていないことで実証することができる。 
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 “サービスは、組織と利害関係者とのインターフェイスで実行され
るものをいう(ＩＳＯ９００１)”。 

 緑化運動、近隣住民への工場開放もサービスである。 
  参考．サービスの例 
      ①分析、保守点検  ②包装、塗装  ③緑化、清掃  
      ④工場公開  など 

○「サービス」の意味について 

ISO14001やエコアクション２１の要求事項に、“製品、活動、サービス”
という言葉がでてくる。 
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６．環境ＩＳＯ構築・運用のポイント 
－ＩＳＯ１４００１：２０１５を中心に 
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6.1  ISO14001：2015 構築フロー 

ⓐ

＋ ＋
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戦略的又は計画レベル 戦術的又は運用レベル
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6.2  リスクと機会(1) 

リスク及び機会の取組みの計画

リスク：不確かさの影響（用語及び定義3.2.10）
影響： 期待されていることから、好ましい方向又は好ましくない

方向に乖離することをいう（3.2.10注記1）

脅威：目的を達成する際に障害となるもの

リスク

機会：目的を達成する際に都合のいいもの
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内外の課題(4.1)
環境側面（6.1.2）

「リスク及び機会への取組みの計画」の策定に際しては、「内部の状況で生じる課
題」「外部の環境状況」「利害関係者のニーズや期待」も考慮する。

利害関係者の
ニーズ、期待（4.2）

一般（脅威、機会、潜在的な緊
急事態）（6.1.1）

順守義務（6.1.3）

リスク及び機会の取組

み（6.1）

6.2  リスクと機会(2) 

横尾環境安全コンサルタント事務所 
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めっき事業所における

内部の課題記載例

加工委託先の品質不良が多い。

EMSに関する従業員の理解度にバラツキがある。

中

中

中

設備の老朽化、更新のための資金不足。

多品種・少量生産のため、切り替えロスが多く、不良品が発生する。

顧客の品質要求度が高く対応が遅れている。

同業他社に比べＰＲＴＲ排出量が多い

化学物質の取扱における順法管理が求められている。

排水のＢＯＤが高止まりしている。

技術者の確保と若年労働者の育成

10

9

環境関連度

大

小

小

小

中

大

中

8

Ｎｏ 内　容

6

事故、災害の未然防止体制の構築

1

2

3

4

5

7
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めっき事業所における

外部の課題記載例

10 環境法規制の動向（エネルギ、化学物質の使用規制など） 中

8 若年従業員の確保困難（労働人口の減少） 中

9 工場周囲の住宅地化（騒音の指定地域化対策） 大

6 業界団体の廃棄物の有効利用化宣言（回収、輸送エネルギ、コスト上昇） 中

7 他社事故例から毒物、劇物管理の一層の徹底 大

4 同業他社とのコスト競争（製造コストの削減） 小

5 産業廃棄物処理場の枯渇 中

2 市場変化による原材料の上昇 中

3 ○○フリー化の一層の進展 小

Ｎｏ 内　容 環境関連度

1 燃料、電力コストの上昇 中
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めっき事業所における

顧客からの要求記載例

社会からの期待記載例

5 住民とのコミュニケーションのある会社 中

Ｎｏ 内　容 環境関連度

3 化学物質の管理 大

4 特色ある製品を生み出す技術力 小

1 環境管理優先企業 中

2 省エネ、温室効果ガス削減への期待 大

4 法令遵守の尊重 中

5 顧客の品質要求に応えてくれる 小

2 製品含有物質の管理 中

3 事故、災害を起こさない企業体質 大

Ｎｏ 内　容 環境関連度

1 低価格、短納期、高品質、安定供給 小
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１．各テーマ別　リスクと機会の特定

② ② 環境保全効果、安定生産に寄与。

③ ④ 育成を通じ環境保全装置の安定生産に寄与。

① 実態把握し、コミュニケーションをとるよい機会

② 環境関連法規制の動向（水質、化学物質関係規制） ② 事故の予防、事故時の対応の迅速化

① 事故の予防、事故時の対応の迅速化

① 省エネ、温室効果ガス削減に対する期待 ① 省エネ＝コスト削減につながり一挙両得。

② 資源の枯渇、資源保護の対応（３Rの推進） ②

① 地球温暖化防止のための省エネ

② 産業廃棄物の排出

③ 化学物質排水による水質汚染

④ 毒物・劇物試薬の管理

⑤ 用水の枯渇

①

②

４．社会からの期待
当社製品に認知度アップ（有害物のリサイクル、水資源の有
効活用）

５．著しい環境側面

６．順守義務

水濁法の事故時の措置に関し「指定物質」が追加。新たな対応が求
められている。

フロン排出抑制法による、保守点検、漏洩時の処置対応が求められ
ている。

技術者の確保と若手労働者の育成（不良品の発生）

２．外部の課題
①

工場周辺の住宅地化の一層の進展（苦情対策、騒音の指定地域
化）

３．利害関係者からの要求
①

指定物質を含む事故時の措置に関する水質汚濁防止法の強化（行
政）

リスク及び機会の決定集約記録記載例

項　目 リスク（脅威） 機　会

１．内部課題

① ○○設備が老巧化して、省エネ効果のある設備への更新が必要。 ① 省エネ効果、安定生産が可能となる。

事故、災害の未然防止の体制再点検が必要。
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① ② ③ ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ

関連性の区分と内容 考慮事項の区分と内容 各欄記載方法

① ⓐ ・「関連性」、「考慮事項」に該当する場合「○」記入

② ⓑ

③ ⓒ

ⓓ ・「展開」は、各取組みに該当するものに「○」を記入

展　　　　開

環境
目標

力量
運用
管理

緊急
事態

監視
・測定

工場長 環境管理責任者

（　年度）戦略的な取組み計画表記載例

取組み事項

関連性 考慮事項

決定
担当
部門

(1)○○設備の更新 ○ ○（新機種待ち）

１．地球温暖化防止のための省エネの推進

(2)CO2排出量の低減
（CO2kg/○○kg）

○ ○ ○

2．排水の水質汚濁施策の徹底

◎ 各課 ○

(1)指定化学物質（HCL、NaOH）を含む事故
時対応の見える化

○ ○ ○ ○

(2)化学物質排水事故想定訓練 ○ ○ ○

◎ ○○課 ○ ○

○

3．危険、有害物質の事故防止対策の徹底

◎ ○○課 ○ ○

(2)漏洩事故想定訓練

(1)危険物貯槽の点検の徹底

○ ○◎

○ ○◎

事業場の要求事項

著しい環境側面 技術上の選択肢

順守義務 財務上の要求事項
・「決定」は、考慮事項で問題となる該当事項がない場
合「◎」を記入

リスク及び機会 運用上の要求事項

４．産業廃棄物排出量の低減



6.3 環境目標 
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戦術的な取組計画 

目 標 二酸化炭素排出量の低減（電力使用量の低減） 

年度 
目標 

2016年度 2014年度製品１ｋｇたりの使用量に対して1％削減する。 

2017年度 
2014年度製品１ｋｇたりの使用量に対して2％削減する。 

 

実施計画 

①工場動力使用量の削減 

②工場照明電力使用量の削減 

③事務所、休憩室の電気使用量の削減 

運用手段 

①工場動力使用量の削減 
操業時以外のモーター空運転を避ける。 
めっき液温度管理を確実に行う。 

②工場照明電力使用量の削減 
昼休み、非使用時の消灯を心掛ける。 

③事務所、休憩室の電気使用量の削減 
昼休み、非使用時の消灯を心掛ける。 
空調：冷房温度28℃、暖房温度20℃ 

運用責任者 環境管理の責任者からの指名された者 

監視測定手順 職場確認、電力使用量で確認 

監視測定頻度 随時及び毎月 
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6.4 二酸化炭素の計算 

ｋＷｈ #VALUE! ※（注） (kg-CO2/kWh)

Ｌ 0 0.0679 (kg-CO2/MJ) 36.7 (MJ/l)

Ｌ 0 0.0693 (kg-CO2/MJ) 39.1 (MJ/l)

Nm3 0 0.0513 (kg-CO2/MJ) 41.1 (MJ/Nm3)

ｋｇ 0 0.0494 (kg-CO2/MJ) 54.5 (MJ/kg)

液化石油ガス(LPG) ｋｇ 0 0.0598 (kg-CO2/MJ) 50.2 (MJ/kg)

Ｌ 0 0.0671 (kg-CO2/MJ) 34.6 (MJ/l)

Ｌ 0 0.0687 (kg-CO2/MJ) 38.2 (MJ/l)

0

0

t 0 2900 (kg-CO2/t)

ｔ 0 2600 (kg-CO2/t)

0

0

0

100

化
石
燃
料

灯油

A重油

都市ガス

液化天然ガス(LNG)

軽油

そ
の
他 その他　計

産
廃

廃油

廃棄物焼却処理　小計

廃プラスチック

二酸化炭素合計

単位発熱量
（C)

単位
排出係数
（B)

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費

購入電力

消費量
（A)

二
酸
化
炭
素
排
出
量

排出量

（kg-CO2）

（A×B）or
（A×B×C)

割合

ガソリン

化石燃料　小計

（注）電力は、各電力会社の係数を掛ける 
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７．環境パフォーマンス改善の要点  
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7.1 省エネルギー 

工程間の仕掛かり削減、ラインの並列化や部分統合等により生産工程の待機
時間を短縮している 。 

前処理、前加工、予熱等を合理化することにより、生産工程の時間を短縮して
いる。 

ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時
のみ点灯している 。 

空調の適温化（冷房28度程度、暖房20度程度）を徹底している  。 

ボイラーや燃焼機器の空気比（空気過剰係数）を低く抑えて運転し、排ガスによ
る熱損失、送風機の消費電力を削減している 。 

空気圧縮機については、必要十分なライン圧力に低圧化している 。 

空調機については、フィルターの定期的な清掃、交換を行う等、適正に管理し
ている 。 

負荷の変動が予想される動力機器において、回転数制御が可能なインバー
ターを採用している 。 

高効率蛍光灯等の省エネルギー型照明器具に切り替えるようにしている 。 
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打合せや会議の資料等については、ホワイトボードやプロジェクターの利用に
より、ペーパーレス化に取り組んでいる 。 

両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底している 。 

使用済み用紙、ポスター、カレンダー等の裏紙が活用できる紙は可能な限り利
用するよう工夫している。   

生産工程で使用する水を再利用するための設備を設置し、活用している（中水
利用） 。 

塗装やメッキに使用する洗浄水を多段（カスケード）使用している 。 

雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置等により、雨水利用を行っている 。 

蛇口に節水こま（適量の水を流す機能を持つこま）を設置している 。 

水道配管からの漏水を定期的に点検している 。 

7.2 省資源（水の使用を含む） 
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7.3 化学物質の管理 

燃料油、溶剤、塗料等の揮発を防止する等、VOCの排出抑制に取り組んでい
る 。 

有害物質のタンク、パイプ類は漏洩、拡散等を防止できる構造としている。  

有害性の化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、
保管場所等を経時的に把握し、記録･管理している。  

有害性の化学物質の表示を徹底している 。 

化学物質の安全性に関する情報伝達のため、SDS（化学物質安全データシー
ト）により管理している 。 

有害物質のタンク、パイプ等の保守・点検を定期的に行う等適正管理に努めて
いる 。 

化学物質排出移動量届出制度（PRTR制度）にもとづく取組を行っている。 
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7.4 廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理  

不良在庫を減らすため、在庫数量の適正化等在庫管理を徹底している。 

使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入りの弁当等）の使用や購入を抑
制している。 

リターナブル容器（ビール瓶、一升瓶等）に入った製品を優先的に購入し、
使用している 。 

納品の際の梱包、包装資材等の削減に取り組んでいる。 

生産工程から発生する金属屑、紙屑、廃液、汚泥等の回収・再利用のた
めの設備やラインを設け、活用している。 

廃棄物管理票（マニフェスト）をもとに廃棄物の適正な処理を行っている。 

廃棄物の最終処分先を定期的に、直接、確認している 。  

 

汚泥の減量化に努めている。 
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7.5 ライフサイクル思考  


